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は じ め に
この論文の目的は東北タイにおける-農村の経済生活を記述 し,その実態を分析することに
ある｡調査村はコ-ンケ-ン県ムアング郡の一 部落 ドーン ･デーングである｡1)
当部落は稲作を主 とする伝統的な農村であって,職業構成は等質的である｡全世帯 132戸の
うち小学校の教員 2名,賃金労働者 1名,無職 1名の世帯を除 くと他はすべて農家 世 帯 で あ
る｡稲が主要作物でありながら,きわめて不安定な状態にあるため,どの農家 も生計の手段 と
して,それ以外の作物なり,農業以外の副業に依存 しなければならない｡ケナフや 野 菜 の 栽















引き込むというよりも,余分の雨水を排水する役目を果たしていると い ったほうが適切 で あ
る｡しかも,この排水溝はチ-川やラム ･フェイの増水に対 して矧 妨 楠である.こG)ように漕
翫 ･排水設備が不完全であるため , この村では,-rli魅 と洪水に悩まさ れる年が多い｡
雨季は5月に始まり,10月に終 わる｡天候が順調であれば, 5月中 旬に降った雨で,今まで
























使い方は第 2回目の耕起と同じである｡ 1ライ3)の田を耕起するのに, 2人で4時間かかる｡








刈入れのときは,上から片腕 くらいの長さに鎌で刈 り取る｡それを畦にならべて 2- 3日間
干 し,竹を薄 くそいだ紐で 1束ずつに束ね,天秤棒にかけて脱穀場-運ぶ｡脱穀場は出小屋の
近 くに設けられる｡土の堅いところを選び,鍬でこそげて章を除き,平 らにする｡その上に水
牛の糞を置き,水を撒いて足で引き延ばす｡その後,鍬に草をまきつけてまんべんなく拡げる｡













であり,耕作や脱穀 ･調整も,村の精米所を除 くと,機械類は全 くみいだされず,すべて手労
働に依存している｡ しかも,その労働力はもっぱら自己調達的な家族員および親族の援助にた








大きく,土壌が悪いために肥料代が高 くつ くことが挙げられる｡農民が購入 しうる肥料は 1年
に多 くて 2- 3キロにすぎない ｡5)
奨励品種の普及度は表 1のごとくであって,キ- トム ･ヤイ98と-オ ･サ ンバ ト- ンデは比







表 1 奨 励 晶 沌 普 及 度
品 種 収 穫 ,Ty7 誓言て使わぬ 禦 三て知らぬ
キー トム･ヤイ98 (粁) 11月中旬
ニオ ･サンバ トー ング(杵) 11月中旬
カムパーイ (綜) 11月rlr沌コ
カウ･ドー グ･マリ105(梗) 11月中旬





? ? ?? ?????????
稲が一番多 く,早稲がこれに
つぎ,晩稲は 1種類 しかない｡天候 と田柚の時期からみて,晩稲よりも申 稲のほうがこの地方
に適 しているのであろう｡ちなみに伝統的な呼び名を挙げると6), 早稲としては,カーウ ･イ
ダム ･ノーィ,か -ウ ･ガ-ブ ･ヤーグ,LJ,カーウ ･パチウ ･ア-ウ,申稲としては,カ-ウ ･
マ ッグ ･ヨーグ,カーウ ･マ ッグクワ,カーウ ･プラ- ド,カーウ ･マ ッグ ･ポ-,カーウ ･
チ ･チャ-ング, カ-ウ ･マ ッグ ･ケ ング, カ-ウ ･キ- ･カ-,カ-ウ ･マ ッグ ･ヒング,
カ-ウ ･ロ- ド･ギアン,晩稲 としてカーウ ･ガムがあるO
この村の洪水 ･早魅による稲作の被害状況はつぎのごとくであるO コ-ンケーンの観測 所の
リ)であったが,Ll】植開始期の 6月には103.8ミリ (平均140.3ミリ) と少な くな り, 7月は平
常に近い 154.2ミリの降雨があった｡ しか し成育期にあたる 8月は 全 く水不足で,98.3ミリ
(平均183.5ミリ)であったため,田植が終わらなかったり,また枯れて しまう状態であった｡
9月は平常にもどり,183.5ミリの 降水量をみたので, 9月下旬,10月上旬にLH柚 をす る風景
がみ られた｡ しかし,10月には 多量の降雨があり, 186.9ミリ (平均96.3ミリ)となった｡ そ
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害を被 りやすい場所にある｡ このような状態であるから,村人は数年来,米を得 るために奔走
しなければならなかった｡
表 2 稲 作 収 穫 高
量 J･.l･t. i/"h･:ニI.: :1.:;I.I.I:･I_
表 3 県下稲作被害状況と収穫高
(コーンケ-ン米穀局 1964)
(ライ) (rタ',/^グ)- lP等,5 水 田 耕 地 面 積 293,988ライ
1,209 829 0.7 不 作 面 積 61,934ライ
1,262 4,553 3.6 水 害 39,719ライ
1,234 4,384 3.5 早 魅 210ライ
1961 1,257 12,325 9.8 虫 害 250ライ
(蒜 ) E 677 12,100 17･9 芸 穫 穫 面 慧 1,三誌 冒575.芸ユダ
1964年の農家 1戸当りの米の平均購入高は873バーツである｡町で買う米は140,150,160バ
-ツの 3種類があるから,量に換算すると約600キロになるo さらに,これを補うものとして,
1農家あたり平均11タングの籾米を交換によって入手 している｡交換には,主婦達が 3- 4人
連れ立って,ゴ-スム地方の親戚や友人をたよることが多いOそれぞれ天秤棒を担ぎ,前後の
寵には鮮魚,塩漬の魚,とうがらし,筒など10









表 4 米の購入 ･交換高




1961 L 21,840 535
水野 :東北タイ農村の経済生活
1 畑 作
1. ケ ナ フ 栽 培
ケナフは5月,おそくとも6月中旬までにiAlf7-_え付けるC)が適 している｡ 村では,5-6月は





を用り, 4- 5粒の種を蒔 く｡種は各自前年に取り入れたものを使用する｡ときには雨で流れ
たり,虫に喰われるので蒔きなおさねばならない｡農業局は 1ライあたり50キロの窒素 ･燐酸
･加里の使用を奨めているが,円周が高すぎるので,実施されていないO使ってい る農 家 で



























て剥が した表皮を町に売 りに行き,米を買って くる村人











洗浄作業に 1カ月余 りかかる｡1964年の平均収穫高は 1
ライにつき120キロくらいと推定される｡県下の収量よりも少 し低い (表 5参照)｡乾いた表皮
は80キロくらいの大束にして,タ一 ･プラの仲
買商に売 られる｡その後バ ンコクに運ばれて米








作付面積 収 穫 高 1ライ当
I:,'･',.･了 一1㌫ 一了 辛 .rJ,:.喜･-;･
1964 : 321･430 47･229･500 147
1963 j 160,140 32,024,000 200
1962 rl 133,685 20,737,000 155
1
1960 】 73,134 14,626,800 200
処に植えられる｡昔は綿を植えたり,水牛や牛の放牧地として利用されていた｡ケナフがこの
村に普及 したのは, 7-8年来のことである.その契機は近 くの村ノ-ング ･コ～イが農村開









戸当りの平均耕地面積は約 4ライであり, これ以上 拡張できないほどになっている｡9)ケナフ
畑のない農家は ドー ン ･-ン内の国有地を 1ライなり2ライほど借 りて耕作している01964年
のケナフの売上高の平均は 1戸当り1,156バ-ツである.米の購入額は873バ-ツであるから,
ケナフの栽培は不作の年の 米代をまかなうものとしても重要な換金作物であるO ただ, ケナ
フの値段は年により変動が大きく,そのために農家に不安をもたらしている｡1964年の収穫量
は比較的よく,洗浄 しないケナフは 1キロ1.6-2バ-ツ,洗浄 したケナフは 1キロ2･5-2.8




2. 野 菜 栽 培
菜園のほとんどはノーング ･ゲーの湖沼のほとりとラム ･フェイの堤の候斜地に設けられて
いる｡増水期には水に浸かる部分が多い｡菜園にはキュウリ, トマ ト,ナス,長英豆, トウガ
ラシ,バ ッグ ･チ-,ネギ, トウモロコシ,サ トウキビなどが栽培されている｡野菜類の蒔付
けは,雨季があげた11月から:;tl主卑 1月の問におこなわれる｡ 6月にもう 1度植える場 合 も あ
る｡野菜はほとんどが2カ月 くらいで成否する｡ 2月から4月にかけての時期は一年申で最 も















月と6月に,ネギ,ニンニク, トマ トは 1月頃,ナスとバ ッグ ･チ十 ま年中 いつでも柿えられ
る｡キャベツは11月から1月の間に蒔かれる｡サ トウキビは 1月に挿す｡タバコは11月に入 る
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あり,ほとんどの農家が年に 1- 3キロの窒素 ･燐酸 ･加里を購入 しており,その効用を認め
ている079軒のうち67軒は化学肥料と殺虫剤を使っている.10'化学肥料は 1キロにつき2バー





の家では野菜作りに専念 しており,年に2,300バーツの収入がある｡ 平均すると農家 1戸当り
121バーツの収入になる｡キャベツは 1キロ1､5バーツ, トウガラシは 1キロ4バーツ,ネギは
1キロ4バーツ,キュウリは 1本0.5バーツ,長英豆は100本で 3バーツ,サ トウキビは 1本 1
バーツで売れる.なお,郁子の実は 1個 1バーツ,バナナは 1房 1バーツである｡

















同じ方法で蒔いている｡ 穴の間隔は 1メー トル くらいにする｡肥料としては水牛の糞を使い,
20センチくらいになったとき追肥に化学肥料を少 し使うO西瓜の栽培は農業局でも奨励 してい
るところである｡栽培 しない理由としては,土壌が悪 く堅いこと,水牛を防 ぐ囲いを作る手間
が ないこと,ケナフの収穫や洗浄に忙 しいことが挙げられる｡郁 子の栽培も農村開発局の計画
の一つになっているが, 土地がない こと,枯れやすいこと,成育までに年数がかかること,苗
代が高 くつ くことなどのために,栽培数はごく限られている｡
2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1
]
乾珊 一斗 (洪 水 )【
(水田) 嬰作･隼代 田 植 可 能 期 間l 刈 入 れ
刈入れ･皮剥ぎ三 刈入れ ･洗 浄二
耕 作 ･種蒔き
こ._
家 鴨 産 卵 期
約 ･魚篭 ･丹修理 ･魚 捕 り
(ケナフ)耕作･種蒔き 除 草 期 間
(野菜)水 撤 卓F 数1l _蘭草刈り･ござ編み
i_機 織 り モ
I_賃労働(女工｣















































III 畜 産 ･漁 業
1. 家畜 ･家禽の飼育と仲 買い
畜産は現金収入の申 でも特に重要で,仲買いからの収入をも含めると,農家 1戸あたり平 均
2,000バーツの年収になる｡村では水牛,午,馬,豚,家鴨,梨が飼育されており, 水牛と鶏
一･一11-- 445








































編む ｡11'舟 もまた修理 して,洪水や 魚捕りに備えなければならない｡ 舟は大木を適当な長さに
切 り , 片側を火で英って割 目をもうけ.くりぬい て作る ｡ 1捜 300バーツす る｡ 穴のあいた所

















は所有者のものとなるが,出資 した人達が共同作業を して得た魚の売上金は全 員にわけられ る｡
2,000バーツくらいの沼地を 7-8人で買 うと 1人 200バ-ツないし300バ-ツの収益がある｡
魚は 1キロ6-7バ-ツで売 る｡主な作業は水を掻い出す ことにある｡狭いところであれば,
石油権の両端に長い綱をつけ, 2人がそれぞれの端を持ち,経を露に描いて水を掬い出す｡大
きな沼地の場合は,竹竿で長い桁を組み,数個の掻出貝を禍 でつる｡そ して数名の者が掛声 と
ともにそれをいっせいに振 り動か して水を出す｡魚は手づかみにす る｡
湖沼や川では舟を出して投網をす る｡ 1人が漕ぎ,他の 1人が艦に立 って投げる｡ ときには
ll) 93農家のうち購入する者36名,家で編む者47名である｡
12) よくとれる魚の地方名のみを記すと,プラ一 ･チョ-ン,フラ- ･プ-,プラ- ･カーウ,フラー ･
サエーング,プラ一 ･-ーグ･グローィ,プラー ･ムー,プラ一 ･ロッド,プラ一 ･ド-ド,プラ-･
ガ-,プラ- ･カブコーン〆,プラ一 ･チゥア-ウ,プラ-･ナ-グゥ,プラ一 ･ピィア,プラ一 ･マ
ッド,プラー ･カーウソーィ.プラ- ･カウ･スッド,プラー ･カ-ウ･ナ-,フノラ一 ･シァムなどが
ある｡
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Ⅳ そ の 他
























2. 特 殊 技 能
村には6-7軒の仕 立師がいる｡労働着のほか,ときにはブラウス,スカー ト,パンツ,ワ
イシャツを縫う｡労働着の注文が一番多 く,染色料 4バーツ,裁断 ･仕立科3バ-ツである｡


















ペンなどの小間物商が 3軒ある｡年収 200-300バ-ツ,多い店で 1,000バーツくらいである｡
そのほか,行商としては,祭や催しのときに家で菓子を作り,売 りに出かける娘が10人 くらい
いる｡ 1度で20-30バーツくらい売れる｡慣れると1年に700バ-ツくらいもの収入になる｡
4. 俸 給 ･賃 労 働
2月から4月の農閑期には村の女達 50-60名がタ- ･プラの ケナフ選別工場15)に働きに出
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俸給生活者 としての先生 2名を除 くと,この村で給料を受けているのは部落長(プ一 ･ヤイ･
バーン),村医 (タンポン ･ドクター),小学校の小使いの 3名である｡年収はそれぞれ 1,200
バーツ,700バーツ,3,900バ-ツである｡
Ⅴ 農 家 経 済
以上,村の生業を稲作,畑作,畜産,漁業,その他に分け,その活動状況 と収入額について
記 してきた｡ これを総括 して農家経済の実態を示すと表 7-10のごとくである｡
1) 農家 1戸当りの農業収入は2,283バ-ツであるが16),米は売るどころではな く,ほとんど
すべての農家は米を購入 し,または交換によって獲得 している｡農業収入の主なものはケナフ
であり,全体の約50% (1,156バーツ)を占める｡家鴨の卵 と家鴨がこれにつき,それぞれ 30
写真10 ラーブ･ヌア作り 水牛の肉とトウ
ガラシをまぜる 壇の中は魚醤
%弱 (614バーツ),10%強 (233バ-ツ) とな
っている｡小作料はケナフ畑にかんするもの
であり, 1ライ25-30バ-ツである0 4軒の
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3a 3b 例外 1 例外 2
l,280 5,700 2,100 3,000
(451) (248) (525) (1,000)
900 0 0 0
(36) (0) (0) (0)
0 0 0 0
(0) (0) (0) (0)
6,630 2,930 900 1,000
(265) (128) (225) (333)
1,400 0 0 0
(56) (0) (0) (0)
0 0 0 0
(0) (0) (0) (0)
2,350 2,770 1,200 2,000
(94) (120) (300) (667)
3,625 16,130 2,640 3,430
(1,673) (834) (145) (702) (660) (1,143)








16,600 1,800 13,100 0 1,200
(664) (72) (569) (0) (400)
0 0 0 0 0
(0) (0) (0) (0) (0 )
1,300 0 2,830 2,340 730













































表 11 等 級 別 ケ ナ フ 収 入 高 と 米 の 購 入 高
項目 :購 入 高 交 換 高
等級
購 入 高 交 換 高






























3) 農業収入か ら経営費を差 し引 くと,農業所得は 1戸当り1,822バーツである｡それは家
計費の約75%にすぎない から,不足分は農業以外の収入によって補わねばな らない｡農外収入
cj)所得的収入に対する割合は40%弱であり,その絶対客酎ま1,466バ-ツであるoそCJjうち301バ
ーツ (20%弱)は賃金労働による収入であり,残 りは自営他産業から得 られるもo)である｡そ
cJj主なものをみると,家畜商321バーツ (20%強),漁業 282バ-ツ (18象強),特殊技能 271バ
ーツ (18%弱)がある｡19' なお専業,兼業別農家数を示すと,専業農家32戸,第 1種兼業農家
34戸,第 2種兼業農家27戸である020)
4) 農家 1戸当りの平均家計費は2,451バーツであるO そのうち衣食住 が 占 める割合は約
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から,これを加えると,どの農家も赤 字 に な
る｡この村の生活は,労働力をただとみなし,
そして農外収入を含めてやっと生計を維持 して
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1 8 9(0.04) (0.38) (0.39)
1 0 1(0.25) (0.00) (0.25)






等級 2は4,000-8,000バーツ(25戸),等級 3は 4,000バーツ以下 (48戸)の農家である｡21'た
蓑 13 等 級 別 労 働 状 態
＼､項目 ｢ 賃 金 労 働
等級 ＼＼;長 期 短 期 計■
･ ぎ(0.00) (..雲6) (0.宝6)





例 外 1 0 0 0(0.00) (0.00) (0.00)
例 外 2 ㍍ .去3) (0.呂.) (..去3)l
計 17 31 48(0.18) (0.33) (0.52)










































だし,等級 3については,-LIZ･年作において飯米を 自給 しうる10ライuj線をもって2分 し, a
(25戸)とb(23戸)に区切ったOまた年収 4,000バ-ツ以下でも40ライ以上の農地を所有する農
衣(4戸)は例外 1とし,年収 4,000バーツ以上でも農地をほとんど所有 していない農業従事者
(3戸)は例外 2とした｡ 以下,現金収入の多い理由を順に記 し, 差引余剰収入や財産処分や
鳩入額について等級別に比較しよう｡
1) 水mの所有面積ないし耕作面積は間接的にではあるが現金収入に影響を与えているOす
なわち,等級 1は過去 4年間の不作の連続にもかかわらず, 2年分の消費米を購入 しているに






もとづ く｡等級 1と2のケナフ耕作面積は約 6ライであり,売上金は約 1,500バーツであるの
に対 して,等級 3は2- 3ライにすぎず,売上金は500-800バーツである0
3) 農業収入について,さらにみてみると,等級 1の農家は家鴨と卵からU_)収入が多 く3,779
































? ?? ? ? ?
例 外 1 :(21壬5)
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ある｡農業経営費の面では,等級 1と2では家禽 ･家畜の飼料代が高 くなっているが,稲作 ･
畑作の面では大きな違いはない｡
4) 農外収入についてみると,所得的収入に対する割合は35-70%の開きがあり,等級との
対応関係は明らかでない. しかし絶対量にかんしては等級 1と等級 2は約 2,800バーツあるの
表 15 等 級 別 家 畜 ･家 禽 飼 育 頭 数
水 牛 牛 鶏 馬 豚 家 鴨
28 8 268 5 12 854
(2.15) (0.61) (20.61) (0.38) (0.92) (60.79)
i (2928) (1ヲ078) (14ヲ昌呂) (oチ40.) (oチ532) (1謂 )
;(2940｡) (｡チ苧2) ｡1｡75,69) (0.64, (0.25.) ｡｡チ20宝)
29 9 135 1 10 29







15 1 5 3 0 3 16
(3.75) (0 . 25) (13.25) (0.00) (0.75) (4.00)
6 0 10 0 0 0
(2.00) (0.00) (3.33) (0.00) (0.00) (0.00)
｢ 200 63 1,097 17 43 1,474
:(2.15) (2.52) (ll.79) (0.19) (0.46) (15.85)
( )内は1戸当り平均所有数
表 16 等 級 別 日 用 器 具 所 有 数
警ン撃 電 池 靴 やかん 雪ン撃 ラジオ スプーン 時 計 自転車 ミシン
33 21 2 4 9 2 9 20 10 7 4
(2.54) (1.61) (1.85) (0.69) (0 .16) (0.69) (1.54) (0.76) (0.54) (0.3 1)
57 21 27 29 1 13 6 14 6 5
(2.28) (0.84) (1.08) (1.16 ) (0.04) (0.52) (0.24) (0.56) (0.24) (0.20)
54 24 14 15 1 3 0 4 1 1
(2.16) (0.96) (0.56) (0.60) (0.04) (0.12) (0.00) (0.16) (0.04) (0.04)
40 15 8 6 0 1 1 4 5 2
(1.74) (0.65) (0.38) (0.26) (0.00) (0.04) (0.04) (0.19) (0.22) (0.09)
16 3 5 5 0 1 2 1 3 2
(4.00) (0.75) (1.25) (1.25) (0.00) (0.25) (0.50) (0.25) (0.75) (0.50)
5 5 3 0 0 1 5 2 2 1
(1.67) (1.6 7) (1.00) (0.00) (0.00) (0.33) (1.6 7) (0.67) (0.67) (0.3 3)
200 89 81 64 4 28 34 35 24 15




に対 して,等級 3は 1,000バーツ以下である｡その鼻も大きな理由は商 いの比重にもとづいて
いる｡家畜商からの収入額はその特色をよく示 しており,等級 1の農家は 1,055バーツ,等級
2は366バーツ,等級 3は 100バーツ以下の収入 しかない｡なお賃金労働は等級 2が最も多 く
406バーツである｡
5) したがって農家所得は等級 1は6,496バーツ,等級 2は4,185バーツ,等級 3aは 1,638
バ-ツ,等級 3bほ1,304バ-ツとなる0
6) 家計費は,上層農家ほど家族員数も多 く,出費が多 くなるが,等級 1は所得の割に家計
支出が大きい (5,252バーツ)｡それは,家庭 日常器具の所有数 (表16参照)にもうかがえるご
とく生活水準も高 く,また冠婚葬祭の交際,仏教上の行事に伴う出費がかさむからである｡




8) このような下層の農家に対 して,等級 1や等級 2の上層農家では豚,午,水牛を売って
農地を購入する者 もある｡財産買却額についてみると,等級 1は, 農家 1戸当り3,030バーツ
(家畜約84%),等級 2は 1,476バーツ (家畜約80%),等級 3aは415バーツ (家畜約94%),
等級 3bは248バーツ (家畜100j1%)である｡そして等級 3においては水牛の占める割合が財産
売却の50-60%に達 している｡ また等級 1と等級 2は家畜を売っても, なお飼育頭数は多い
(表15参潤)から,常に一定の家畜を所有 し,維持 しうる能力をもっている0
9) 財産購入額の面にかんしてはつぎのごとくである｡等級 1に属する農家の 1戸当り財産
購入額は1,181バーツであり,そのうち農地の購入額は50%を占める｡等級 2においては642バ
ーツであり,そのうち45%は農地の 購入費用である｡これに 対 して 等級 3の家畜購入額は約
100バーツ程度である｡ただし,この等級においても農地を購入 しうる農家が全 くないわけで
はない ｡23)
10) 所得的収入に財産売却額を加え,所得的支乱 家計費,および 財産購入費を 差 し引く
と,その客酎ま等級 1で約 4,000バーツ,等級 2では約 2,000バ-ツ,等級 3では約400バーツの
現金が残ることになる｡等級 1と等級 2の農家の中には12軒が農業信用金庫にいくらかの金額
を預けている｡等級 3ではわずか2軒にすぎない (表12参照)0
ll) 最後に借金についてみると,その件数は表12のごとくであって, 1964年は等級 3の農
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や等級2の中にも借金をしなければならぬ農家が出ている｡24)
この地方で農民が金を調達する場合4種の方法がある｡第 1は ｢カーイ ･スワン･ポー ･キ
オ｣といい,ケナフがある程度成長すると,成熟 しない問に売り払う｡算2は ｢アウ ･グァン





ごくまれであり,第 3の方法は全 くない. 1年の借金額は 1軒につき100バーツから400バーツ
くらいであり,500バーツ以上,1,000バーツにも達することは普通ない｡
村内の資金は約6,000バーツで,そのうち2,000バーツは村の金であり,他は村内の4名の者
が融通している｡25)不足分はタ一 ･プラのケナフ仲買商や米穀商に依存 している｡ 商人は金を
貸 し付けて農民を繁り,ケナフの生産市場を獲得する｡借金のために村人が土地を失う例は全
くない｡町の商人に対する村人の態度は反感的というよりは友好的である｡コン･ルエイとい
えば町の金持を指すが, ｢コン ･ルエイはけちで 利己的か｣という質問に対 して, ｢同 情 的
で,慈悲心がある (メ-ター ･ガルナ-)｣と答えたもの39名, ｢貧欲で 利己的だが,同情的
で,慈悲心をもつ｣と答えたもの8名, ｢貧欲で利己的だ｣と断定した者が10名ある｡
お わ り に










































もっとも村の中には,等級 1や等級 2のごとく暮 らし向きのよい農家と,等級 30J'ごとく暮
らし向きの悪い農家がある｡下層の農家には借金を余儀なくされる家が多 く,少ない水牛を売
















初農地を所有せず,親の田で働 くことから出発 し,将来の分割譲渡を予期 しながら,目標に向
かって進む｡下層農家は,表 7のごとく,世帯主の年齢も若 く,家族員数や労働力も少なく,
上層にいくにしたがって増加している｡第 2に,稲作が極度に不安定であるため,水田所有面
積を拡大しても, 小作人を見出すことは容易ではないし, 労働力を他から雇うこともできな
い｡分割譲渡を前提として,娘夫婦に働かせる慣習は,かれらの間に離村の傾向が出てこない
かぎり29',続 くものとおもわれる｡ケナフ畑を経営しようという考えを抱 く農家は1-2見出
されるが,土地がないこと,また収穫に比して労賃が高 くつくことなどのために実施できない｡
また小作料は安い から,刈分け制にするか,さもなければ除草や洗浄作業に際して,一時的に
人を雇うことになる｡しかし,ケナフ栽培のみで収入の50%以上の収益を得るためにはかなり
の面積が必要である｡第3に,賃金労働者としての離村は当分見られないであろう｡機会が少
ないうえに,農地を所有せぬ農家でさえ,分割譲渡を前提としているから,村人達はすべて土
地に結びつけられている｡賃金労働の機会が多 くなっても,それは現在のような兼業農家を増
加させることにとどまる｡したがって,農地の集中 ･分散のサイクルは,家族再生産のパター
ンと結びついて,当分の間存続すると思われる｡
最後に現金収入と農地所有規模についてみると,両者はある程度の関連を示すが,その対応
関係は明確ではないolOライ以下所有の農家の収入は4,000バ-ツ以下である.しかし10ライ
から40ライまでを所有する農家についてみると,年収入高は4,000バーツ以下,4,000バーツか
ら8,000バーツまで,8,000バーツ以上の各範暗にまたがっている｡また40ライ以上所有の農家
にかんしても,年収 4,000バ-ツから8,000バーツまでの範噂と8,000バーツ以上の範鳴とがあ
い半ばしている｡これは不作のため,稲作以外の収入が大きな比重を占めているからである｡
28) 家族の再生産の転回は前掲拙稿 ｢農地所有と家族の諸形態｣pp.26-27参照｡
29) 現在,離村には二つの型がある｡第1は婚姻によるもので,これが大部分を占める｡第2は,決水を
嫌って,他の村に安い農地を求めて移住する場合である｡
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